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素酸による環境対

策ー
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主題Session6

在宅緩和ケアにおける
患者家族との関わりを

考える

Tips9

がん性疼痛
治療

中⻄順子
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9:45－15:30
ポスター閲覧
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Tips12

相互作⽤
城⼭ 亮輔

Tips11

腹水、胸
水、悪液質
壁谷めぐみ

8:45〜9:45
一般口演11

12:15〜13:15

12:15〜13:15

12:15〜13:15
メディカルセミナー9

14:50〜15:30

論⽂賞受賞講演・
表彰式

演者:植沢芳広

年会⻑企画シンポジウム

座⻑:加賀谷肇
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第7会場 3F
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第6会場
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第1会場

第3会場

2F

302会議室

304会議室

第2会場

メディカルセミナー13

303会議室

一般口演14

9:30〜11:30
ワークショップ4

13:30〜14:30

105会議室第9会場

第8会場

10:15〜11:45
シンポジウム17

シンポジウム11

8:45〜9:57
一般口演12

メディカルセミナー10

8:45〜9:57

10:15〜11:45
メディカルセミナー11シンポジウム13

104会議室

301会議室

3F

10:15〜11:45

13:30〜15:30

シンポジウム10

13:30〜14:30

13:30〜15:30
シンポジウム16

シンポジウム14

一般口演13

今求められる 病院運
営への薬剤師の視点
〜バイオシミラー導入を

中⼼に〜

外⽤鎮痛剤によるがん
疼痛管理 〜 オピオイ
ド，NSAIDs，鎮痛
補助薬の外⽤剤を知

的利⽤する 〜

高齢者薬物療法の最
新トピックス　〜禁忌が
改訂されたアセトアミノ
フェンの活⽤も含めて

〜

12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00  8:00   9:00 10:00 11:00

がん患者の代謝変化と栄養管理について、多職
種の視点を交えてディスカッションするワークショップ
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痛
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13:50ｰ
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ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙB

201会議室

国際会議室2F

9:45〜11:45

武田⽂和賞講演・
表彰式

薬剤師のチーム医療によるがん患
者への精神科的アプローチの基

礎・応⽤・実践

患者主体の痛み管理︓
医療⽤麻薬の⾃⼰管理を再考す

る

学校教育・管理・
運⽤・副作⽤・その他

非オピオイド鎮痛薬
・鎮痛補助薬

オピオイド鎮痛薬・
オピオイドスイッチ

厚生労働省事業セミナー

10:15〜11:32
一般口演16

シンポジウム15

10:05〜11:05 11:10-
11:40

精神薬物療法と緩和薬物療法のネットワーク

一般演題17

8:45〜9:57

10:15〜11:45

メディカルセミナー12

8:45〜9:57

11:45ｰ
12:15

Tips7

皮膚障害対
策

矢野琢也

Tips8

呼吸器症状
対策

吉本鉄介

一般口演15

8:45〜9:57

13:30〜14:20

患者さんとともに考える
ー緩和医療における薬物療法を極める薬剤師

への期待ー

16:40〜17:45

会員総会
優秀賞表彰式

閉会式

副作⽤データベー
ス解析から⾒える
発症メカニズム

特別講演3

シームレスな連携を通じた⼝腔⽀持療法の未
来〜薬剤師のプロフェッショナルネットワークを築

く〜

相互作⽤・副作⽤

副作⽤・管理・運⽤
がん患者への帯状疱疹治療における患者リス
ク低減プログラムの開発〜基礎薬学を活⽤し

た個別最適化の実践〜

緩和領域における睡眠管
理とその重要性

在宅医療における医療⽤麻薬の24時間供給
態勢に向けて〜薬局間連携の可能性は〜

μ-オピオイド受容体の機能多様性
と臨床応⽤

非がん性疼痛・学校教育

腸内細菌叢研究からがん緩和医
療を考えるがんに関連する症状緩和

がんサポーティブケアに
使える漢⽅薬
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